
研 究 給 文

競技用耗雷管安全包装物の国連方式による
危険性分類試験

伊藤 草書,栓永猛裕●.田村昌三 ,̀黒田英司++,

佐藤利男Ht,梶山緑郎… ",斉藤冊光り H .青田忠雄事,

丑技のスタート倍号ビストルに用いられる政技用紙雷管の安全包装品が国連の火櫛 分類銑

故故により,どの危険区分に属するか典故を行った｡国連方式によるJP一包装品柵 ,頼みZE
ね品紬 において,爆発または燃焼したものは起鰍 こ用いた0号筋管近鰍 こあるものに取られ.

包装中の一箱で起爆または発火が起っても鵬 も鵬 も伝妬しないことがわかった｡国連方式によ

る外部火災爽故では耗雷管包装晶の燃焼は比較的竜やかな燃焼であった｡乗数の結果より耽技

月状骨管の安全包装晶は危険区分 1.4に分類されるものと思われる｡

1. はじめに

現在わが国で菰通している丘技用紙雷軌 ま約0.05g

の発音剤 (成分 :塩素酸カlJウム74%,赤琳18%,疏

典8%,及び糊)を台叔上において,薄紙で妓虚しr=

もので,攻技のスタート倍号ピストルに用いられる｡

最近,このものの包装B)の梅上輸送の際の危険性の分

類が問留となった｡

筆者らl)は先に包装小箱の問に線衝材として段ポ-

ル統3枚を入れた小箱を1つ置きに挿入することによ

って雷管起鰍 こよる爆発の伝播を防止し得ることと段

ボール額が衝撃吸収材として摩れた材質であることを

示した｡

ここでは国連の危険物輸送噂円家事且会によって示

された火棚 分析格付けの就致方法2)を適用して競技

用紙雷管の安全包装晶がいずれの危険区分3)に属する

かを検討した｡

国連の火薬類分類的紬 は,製品の内称または外部
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の出火源からの火災あるいは内部爆発源からの爆発に

他の肺 が巻き込まれf=時の挙動により.その単品が

どの危険区分 (1.I.1.2.1.3.および 1.4)にあては

まるかき決める為の就故である｡

危険区分1.1は大魚爆発 (massexp一osion)の危険

性のある物質または物品である｡ (大丑撫発とはほぼ

全丑が異際上瞬間的に爆発する現象である｡)危険区

分 1.2は珊放物危険性はあるが大息爆発の危険性はな

い物質または物品である｡危険区分1.3は火災危険性

-
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があり,小さい爆風危険性と小さい飛放物危険性のど

ちらか,または両方存在するが,大丑爆発の危険性の

ない物質または物品である｡この危険区分には次の功

質または物品を含む.かなりの帝射熱を与えるもの.

または次々に燃えて,小さな爆風または飛散物効果,

芸芸芸三芸琵 妄言三…孟誌 .慧警誓 是芸芸霊芝巨
は倫送中に発火または起爆が起った時に住かな危;i

しか示さない物貿または物品を含む｡これらの効果はt

大船 包装品内に限定され･大きな断 の柵 があ-F
てはならない｡外部火災によって包装のほぼ金内容樹

が実際上瞬間的に爆発してはならない｡ 1

2.夷 験
1

2.1 材 料

鼓技用耗雷管拭料としてはラジエ工業㈱製の市政品

を用いた｡万一小藩の中で爆発が起っても爆発が中藤

内に伝播しないように小箱の間に交互に3枚の段ボー

ル板紙を入れた小箱を置いた (Fig.1参府)｡脚 材段

ボール衣紋の寸法は40mmx100mmx5mnで規格は

両面3種である｡起爆用雷管としては日本油滴噸 0

号雷管 (DDNPO.20g入り)を用いた｡

外称火災試魚用燃料としては10-20%のガソlJンを

加えた軽油を用いた｡燃料の点火にはガ.JI)ンとしま

せた布切れと電涜加熟したニケt,ム線を用いた｡

起爆相 における密閉材として刷 11秒を薄めた布袋

YlltBJ'TnOCOtJPles

および操の川砂を用いr=｡起爆銑故の証拠板としては

600mmx600mmx3mmの軟鋼板を用いた｡外部火

災の証拠痕としては2mx2mX2mtnのアルミニウ

ム板を用いた｡

2.2 単一包装晶拭験l)

2.2.1 日 的

包装内での起爆が爆発を引き起すか香か.爆発が包

装内で伝播するかどうか,まIE, これらの作用により

周田がどのように故事を受けるか,を嗣ペること｡

2.2.2 適 用

この鮮魚は輸送の際に用いられる条件.形状での爆

発催物#,物品の包装品に適用される｡

2.2.3 杭験手塀

日本工織l掃白河輿近所のラグビーグランドに直径約

80cm.深さ70cmの孔を掘り.底に3mmの厚さの軟

銅製証拠額を厨いた｡この上に飲料大籍包装晶l籍を

固さ,その周りに川砂を尭した｡その上に布袋に川砂

を入れた土のうを厚さ50cm以上となるように頼み,

問隙には川砂を充たした くFig.2)｡紙料包装晶を孔に

入れ引伽こ0号雷管を中称中央部の小舟と小箱の閥に

押入した (Fig.1参照)｡

遺稲から留管を起爆して,目視.カメラ及びマイク

t7ホンで現象を視察した｡

2.3 積み正ね晶拭験

2.3.1 日 的

頼み庇ね晶からの爆発が包装Blから包装晶-と伝播

するか香か,また,この釈放で周関がどのように故事

を受けるかむ調べる｡

2.3.2 適 用

この釈放は積み成ねられた燦発他製品の包装晶に対

して行われる｡どちらの場合も輸送時の条件,形状で

行われる｡

2.3.3 爽験手相

単一包装晶就敦と同じ手煩で行った｡国連の柵 法

では頼み韮ね晶の全容軌ま0.15m3以上と規定されて

いるが本来故では大箱5鮪としばっr=梱包品 (容横



F:ig.4 ThesetupoEthestackoEpAChgcsand

thethermocouplesFortheexternalE

iretest.X X

XX ×X X

XX )く0 万 XX
0 0 ×〉く 0

冗X 0
XX

X X× メ ×

0.05m3)についてのみ突放を行った｡また.密

閉材の厚さは国連方式ではIm以上とされているが,

本来政では約0.5mで行っr=｡あまりJgく

頼み上げると包装希がこわ

れで耗筋管が発火するおそれがある｡2.4 外部

火災英検2.4.1 日 的積み盃ねられr=包装品が外部からの火炎に包ま

れた場合にどのような挙動を示すか,また,周

田が衝撃波,熱効果や破片の飛散によって検事を受けるれ

受けるとすればどの軽度の故事を受けるかを圃J<る

｡2.4.2

適用粂伊 )この統鰍 ま輸送に府して

とられる条件,形状での頼み皿ねられた爆発性水晶の包

装晶及び包装されていなRunHo.1 RunTbnI一o.1FLtlnJIo.2 X × XX X ×

｣L - メ× 0 ×

× ● ●× X0 XX

0 XX × X× × INo.

2 RunNo.3Fig.5 Resultsofthesinglepacka

getests.O Explodedorb
urned xNota∬ected+ Th

epositionoLdetonatoTFig.6 ResultsoEthetest

oEthepAchgestack.O Explodedorbumed xThe

holeofNeunAnnJet● The

Positionoldetonatorい物品に対して適用される｡全容萌が充分な包装晶.

すなわち,少くとも0.1

5m3あるか又は.及位3つの包装晶を格子籾上に積み上げ,包装晶

の中に入っ.ている爆発性物質が反応するのに充分な強度

と推絞時胴を持つ外部加熱を行う｡加熱速度は倫途

中の串故を想定して調節しなければならないが,実際の火災状況す

べてを厳格に再現する必要はない



Fig.7 Theburning一riAIoEASinglepaChgein

theexternalLireLest.鮒 皿に水10L

(過熱防止).軽油10L及びガソリンlLを入れた｡架台上には耗雷管大箱1希を思
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.2 大箱6布1梱包晶の予傭央験この典故では叔初燃料として軽油のみと用いたが

.この条件では点火できなかった｡再びdソl)ン

を添加して再来放した｡しかし.風が敷くなり.石油

の炎は板になびいて梱包品を強く加点することは出来

なかった｡石油の燃焼がはば鉄火した我に梱包晶は間

欠的に燃え.15分後に全体が燃えた｡この場合も統筋管は

瀬しい燃焼はしなかっr=.3.3.3 大箱6箱の梱包

晶3個による車重験硫凪による石油の燃焼を助長する

ような現食は見られなかった｡大帝5帝の柵包品3個に

よる頼み正ね品の外部火災典故で特に変った状況は

見られなかった｡他姓雀の状況でも飛散の形

跡はなかった (Fig.9)｡iR&経過とFi

g.10に示 した｡蜘温位定が大筋と大藩の問であ

ったので,最高温度でも800℃前後であり,火炎iR

&告示していないものと思われる｡また,皮ポール板

幹や段ボール鯨の鰍 の羽合が多く高い乱酔 こ到らなか

ったと考えられる｡4. まとめ政技用統雷管の

包装小帯の岡に故衝材として良ポール耗3枚と

入れた小軒を1つ匠さに押入した包装方法により,国連方式

によるJP一包薬品拭取および頼み皿ね晶柵 と行った

｡これらの飢取T･は爆発または燃焼したものは起鰍 こ

用いた0号曾℡近鰍 こあるものに破られ.包装品中の-

希で起爆または発火が起こ っても爆発または燃焼も伝播しないことがわかった｡ 国連方式による外秘火炎

典故Ielま統町℡包装品の燃焼はそれ程激しくな

く,椿えかすも倣乱しておらず,比較的穏やかな

燃焼であっr=｡以上の括架により.耽技用鉄骨軌 ま工夫された包装方法

にJ:り安全化されることがわ

かった｡本来軌 こよれば.本包鞍点物品は国連の

分析による危険区分にてらして高い危険性区分に相当

する危険性は落められず.危険性の低い危険区分1.4に分赦される

ものと思われる｡謝 辞本研究に御賂力いただいたFl木工繊㈱武井故榔役に感謝
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84)3)UnitedNAtion.Tr8n叩Ort
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